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基本構想本構想

　本町をもっとも特徴づける言葉として、ひと・まち・自然があげられます。

　豊かな自然は、住む人や訪れる人の心にあたたかさや安らぎを与え、そこに住むことの魅力につ

ながります。住民意識調査や地区別まちづくりワークショップの結果からも、里山や海に囲まれた

豊かな『自然』が最も誇れるまちの資源であるという声が多く出されました。

　また、祭りなどの伝統文化が引き継がれ、隣近所との付き合いやふれあいの風土もしっかりと根

付いています。文化と風土を支える『ひと』もまちの大切な資源といえるでしょう。

　これからのまちづくりでは、超高齢社会を迎える中で『ひと』がいつまでも元気で生き生きと暮

らしていくこと、知恵と技と想いを持って『自然』を守り育てていくこと、賑わいがあふれ、住んで

よかったと実感できる『まち』を創っていくことが重要です。つまり、『ひと』も『まち』も『自然』も

全てが『健康』であることが大切です。 

　さらに、住んでよかったと実感できるまちづくりを進めていくために、本町に住み、働き、学ぶ

全ての『ひと』が、自ら主体的にまちづくりに参画する意欲にあふれ、互いに協力しながら安心・安

全で元気なまちを育んでいくことが期待されます。

　本町では、町の将来像＝まちづくりの理念に基づいて、多様な主体が互いの役割と責任を確認

しながら、支えあいと活気に満ちた『協働』による持続可能なまちづくりを推進していきます。

１ 町の将来像

徴づける言葉として、ひと・まち・自然があげられます。

健康 ひと

まち 自然
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　本町は、昭和50年代に名古屋鉄道の知多新線が野間駅まで延伸し、その後、日本福祉大学が

総合移転するなど、急速に人口が増加してきました。しかし、本町の人口は、平成17年をピーク

に減少傾向に転じ、平成22年の国勢調査では25,178人となっています。

　年齢別にみると、昭和50年に25.2%であった14歳までの年少人口の割合が、平成22年には

12.7%にまで減少しています。一方で、昭和50年に9.0%であった65歳以上の老年人口の割合

が、平成22年には22.1%にまで増加したことから、本町に超高齢社会が到来したといえます。ま

た、今後もさらなる少子化・高齢化の進展が推測されます。

　本町では、若い世代の流出を防ぐ子育て環境の整備に取り組み、自然資源やコミュニティなども

活用しながら、住んでよかったと実感できるまちづくりを推進し、本計画における平成37年

（2025年）の推計人口を22,500人とします。

推計人口　２２,５００人
平成37年（2025年）

国勢調査実績値 第５次計画推計値

平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年
（2005年） （2010年） （2015年） （2020年） （2025年）

27,000

24,000

21,000

18,000

15,000

12,000

（人）

26,294

25,178
24,498

23,630

2 将来の推計人口

22,500

平成12年
（2000年）

26,083
,

,
,
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海浜ゾーン①

住宅・商業ゾーン②

緑地・レクリエーションゾーン③

観光農業ゾーン④

企業立地ゾーン⑤

港湾ゾーン⑥

学園ゾーン⑦

農業ゾーン全域

3 土地利用の方向性

基本構想

　土地利用については、人口減少と高齢化に伴う住宅や商業ゾーン、交流人口の拡大をめざす観

光農業ゾーンの一定の集積は見込まれていますが、持続可能なまちづくりの視点から、大幅な土

地利用の変更は予定されていません。しかしながら、本町の豊かな自然環境を軸に、住宅・産業・

交流拠点との調和を配慮することは大切です。

　本計画では、これまでと同様に8つのゾーンを想定しますが、今後の社会情勢にあわせて見直し

を図ります。

■ 土地利用構想図

①

①
①
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②

②
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⑤
⑥
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　本町の大きな魅力のひとつである「海」は、海水浴や潮干狩りといった観光資源だけでなく、漁
業や憩いの場としてなど、多くの恵みを与えてくれます。観光と漁業が共生しながら、身近な自
然とふれあえる空間としての整備を図ります。

　知多奥田駅周辺や浦戸第二地区などは、利便性や都市機能を高めるだけでなく、景観や自然
環境の保全にも配慮した整備を図ります。また、日常の買い物需要に対応した商業機能や都市
機能を高める整備を図ります。

　上野間地区の鵜の池および総合公園周辺などは、本町の魅力ある資源として自然環境を保全
しつつ、自然を利活用したレクリエーションや交流、憩いの場の拠点として整備を図ります。

　遊休農地の利活用を推進し、農業経営の安定化と地域の活性化のために、農家への必要な支
援や加工品づくりなどの基盤整備を図ります。また、地域住民や都市住民が年間を通じて農産物
や農作業に親しめる空間としての整備も図ります。

　グリーン・ツーリズムの展開など、景観や農産物等の地域資源を活かした都市と農村との交流
推進を図ります。

　環境と調和した優良な企業の誘致や地元企業の育成・集積など、地域の活力の維持・向上と
雇用の場の確保につながる基盤整備を図ります。

　本町には3か所の港湾区域がありますが、港湾としての機能が不足している区域もあります。
港湾としての機能強化に取り組みつつ、観光や交流、憩いの場としての整備を図ります。

　日本福祉大学と地域との交流をより深めながら、学園都市としての機能を高めるため、知多奥
田駅周辺の整備を図ります。

海浜ゾーン

住宅・商業ゾーン

緑地・レクリエーションゾーン

農業ゾーン

観光農業ゾーン

企業立地ゾーン

港湾ゾーン

学園ゾーン
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4 施策の大綱と戦略プロジェクト

　本町の将来を展望したまちづくりの基本理念「ひと・まち・自然、健康に輝くまち　みはま」を実

現していくために、必要な施策を6つの視点から体系的にまとめます。また、本町が取り組むべき

まちづくりの課題に対応し、6つの視点を横断的にカバーする施策群として、4つの戦略プロジェク

トを設定します。

基本構想

まちづくりの基本理念

施策の大綱 戦略プロジェクト

ひと・まち・自然、健康に輝くまち みはま

自然を活かし自然を活かし、
快適に住み続けられるまちづくり快適に住み続けられるまちづくり

安心・心・安全な暮らしができるまちづくり安全な暮らしができるまちづくり

産業経済に活力のあるまちづくり

支え合いに満ちた、
人にやさしいまちづくり人にやさしいまちづくり

人が学び合い、育ちあうまちづくり人が学び合い、育ちあうまちづくり

参画と協働によるまちづくり参画と協働によるまちづくり

自然を活かし、
快適に住み続けられるまちづくり

安心・安全な暮らしができるまちづくり

産業経済に活力のあるまちづくり

支え合いに満ちた、
人にやさしいまちづくり

人が学び合い、育ちあうまちづくり

参画と協働によるまちづくり
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自然資源を活かした交流人口の増加

女性や高齢者が働ける場づくり

住んでよかったと実感できる子育て環境の充実

安心・安全につながる住民間の絆づくり
支え支え
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　地球規模での環境保全が注目されるなか、本町の自然資源を適
切に保全・管理し、活用していく必要があります。自然資源は新し
い産業創出の基盤となるほか、住民の住みよさを支える重要な要
因にもなり得ます。町内外にその魅力を伝え、交流人口の増加に
つながる環境整備に取り組みます。

■ 戦略プロジェクト

戦  略

自然を活かし、
快適に住み続けられるまちづくり

安心・安全な暮らしができるまちづくり

人にやさしいまちづくり

人が学び合い、育ちあうまちづくり

参画と協働によるまちづくり

安
心
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か
し
た
交
流
人
口
の
増
加

自然資源を活かした自然資源を活かした交流交流人口の増加人口の増加

　子育て世代の定住を促し、同時に、高齢者を含む住民一人ひとり
が生き生きと暮らしていくためには、雇用環境の創出と生活の自立
化が必要です。町内での二世代・三世代居住を促進し、若い世代
と高齢者が互いに支え合いながら、気軽に働ける場づくりに取り組
みます。

戦  略

女性や高齢者が女性や高齢者が働ける場働ける場づくりづくり

　安心して子育てを続けるには、経済的支援や相談体制の充実が
欠かせません。また、子どもが安心して遊べる環境整備なども求め
られています。本町には保育所が充実しているという強みがありま
す。子どもの成長を地域ぐるみで支え、見守り、育むことができる
子育て環境の充実に取り組みます。

戦  略

住んでよかったと実感できる住んでよかったと実感できる子育て子育て環境の充実環境の充実

　東日本大震災によって、家族や住民同士の関係性が改めて見直
されています。発生が想定されている南海トラフ巨大地震への計画
的な備えも重要ですが、コミュニティレベルでの助け合いや支え合
いにつながる住民間の絆づくりにも取り組みます。

戦  略

安心・安全につながる住民間の安心・安全につながる住民間の絆づくり絆づくり

自然資源を活かした交流人口の増加

女性や高齢者が働ける場づくり

住んでよかったと実感できる子育て環境の充実

安心・安全につながる住民間の絆づくり
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1 自然を活かし、快適に住み続けられるまちづくり自然を活かし、快適に住み続けられるまちづくり自然を活かし、快適に住み続けられるまちづくり

計画的な土地利用

市街地の整備

交通ネットワークの充実

港湾の整備と活用

上水道の維持

排水処理

公園・緑地の整備

里地里山の保全と活用

海岸・河川の保全と活用

　本町を特徴づける海岸や里山などを活かしつつ、
計画的な土地利用を通じて、まちの基盤と骨格をつ
くります。そのため、町の発展の基礎となる道路・
交通・港湾・公園緑地などの都市施設の整備や、
暮らしを支える上下水道・排水処理などの維持・推
進を図り、住みやすく快適なまちをめざします。

基本構想

■ 施策の大綱

2 安心・安全な暮らしができるまちづくり安心・安全な暮らしができるまちづくり安心・安全な暮らしができるまちづくり

循環型社会の推進

生活環境の保全

地震・津波・がけ崩れなど
への対策

交通安全の対策

消防・救急体制の充実

防犯体制の充実

火葬場

消費者の保護と育成

　巨大地震などの大規模な災害から暮らしを守り、
全ての住民が安心して安全に暮らすことのできるよ
うに、防災・防犯・安全対策などの充実を図ります。
また、身の回りの生活環境の保全や循環型社会の推
進を通じて、地域の未来に貢献できるまちをめざし
ます。

産業経済に活力のあるまちづくり

支え合いに満ちた、人にやさしいまちづくり

ひと・まち・自然、健康に輝くまち みはまひと・まち・自然、健康に輝くまち みはま
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自然を活かし、快適に住み続けられるまちづくり

安心・安全な暮らしができるまちづくり

3 産業経済に活力のあるまちづくり産業経済に活力のあるまちづくり産業経済に活力のあるまちづくり

農業振興

水産振興

魅力ある地域商業の振興

活力を生む工業振興

交流産業（観光産業）の
振興

地域資源を活かした
新たな産業づくり

働く場づくり

　まちを支える基幹産業である農業・水産業・観光
業の振興を図るとともに、後継者の育成やさらなる
付加価値の創造、都市との結びつきの強化などを通
じて、次の世代につなぐことのできる魅力ある産業
としての基盤整備を推進します。また、商業・工業
の活性化を図り、まち全体として働く場を創出し、
元気なまちをめざします。

4 支え合いに満ちた、人にやさしいまちづくり支え合いに満ちた、人にやさしいまちづくり支え合いに満ちた、人にやさしいまちづくり

健康づくり

地域医療の確保

地域福祉の充実

高齢者の福祉・健康・保健
の連携・体制整備

子どもの福祉・健康・母子
保健の連携・体制整備

障害者（児）の福祉・健康・
保健の連携・体制整備

社会保障の充実

　超高齢社会においても、全ての住民が元気で活躍
できるように、健康づくりに取り組みます。また、全
ての住民が尊厳と生きがいを持って健やかに暮らす
ことのできるまちをめざし、保健・福祉・医療の連
携と整備充実を図るとともに、地域コミュニティでの
支え合いと共助の仕組みを再構築し、人にやさしい
まちをめざします。

ひと・と・まち・ち・自然、然、健康に輝くまち康に輝くまち みはまみはまひと・と・まち・ち・自然、然、健康に輝くまち康に輝くまち みはまみはまひと・まち・自然、健康に輝くまち みはま
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基本構想

5 人が学び合い、育ちあうまちづくり人が学び合い、育ちあうまちづくり人が学び合い、育ちあうまちづくり

生涯学習の推進

学校教育の充実

スポーツ・レクリエーション
の充実

子ども・若者への支援

地域文化の振興と文化財の
保護

多彩な交流の推進

　子育てに関わる総合的な環境整備や施策の連携
を図り、次の地域社会を支えることのできる人づく
りを積極的に進めます。また、家庭・学校・地域で
の教育の充実や相互の連携を図り、生涯を通じた学
び合いや自己啓発と地域コミュニティの活性化を図
り、住んでよかったと実感できるまちをめざします。

6 参画と協働によるまちづくり参画と協働によるまちづくり参画と協働によるまちづくり

ボランティア活動の支援
と育成

地域主権に対応した
行財政運営

広報・情報発信

住民の参画と協働

男女共同参画の推進

広域的な連携

進行管理体制の整備

　地域主権の流れを積極的に受け止め、自立した
住民自らが主体的にまちづくりを担っていくことが
できるように、住民参画やボランティア風土を育て
ます。また、多様な住民ニーズを的確に把握し、
自助・共助・公助の適切な機能分担に対応できる
効率的な行財政運営を図り、参画と協働を基軸と
したまちをめざします。

基本計画
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